
 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

給食を「生きた教材として」 

栄養士から 

日ごとに暖かくなり、春めいてきました。学校給

食を初めて食べた 1年生も、少しずつ慣れてきて、

食べられる量も増えてきました。また、苦手な食材

が食べられるようになったと話してくれる児童も

多く、食の幅が広がってきたと感じます。 

 給食は栄養を摂る目的だけでなく、給食を作る

ことに関わる全ての人や生命に感謝をする気持ち

を育みます。また、旬の食材や様々な食文化を学ぶ

こと、友達と協力して準備や片付けをすることも

目的です。給食を生きた教材として、これからも給

食の時間に児童と関わりながら、食育を推進して

いきたいと思います。 

ご家庭でも食の話題を沢山していただければ思

います。よろしくお願い致します。 

 

と い ち 
令 和 ２ 年 ２ 月 ２ ８ 日 

新 宿 区 立 戸 塚 第 一 小 学 校 

校  長  白 倉 代 助 

TEL 03-3205-9508 

FAX 03-3205-9648 

 

 「学校表彰」の栄誉に輝く！ 

校長 白倉 代助 

令和元年度の総仕上げの月に、大変うれしい報告が

あります。本校の特色ある教育活動の一つである「５年

職場訪問・６年職場体験」が学校表彰の対象となり、今

月 16日に本校で表彰式を行うことが決定しました。大

変におめでとうございます。学校表彰とは、平成 25年

度に創設された制度で、区教育委員会が掲げる教育目

標の実現や教育課題解決のために継続的に取り組んで

いる教育活動の成果を表彰するものです。 

本学習は、第 32代下田康信校長の時から始められ、

本年度で 10年目となります。新学習指導要領では、「学

ぶことと自己の将来とのつながりを見通しながら、社

会的・職業的自立に向けて必要な基盤となる資質・能力

を身に付けていくことができるよう」キャリア教育の

充実を図ること、また体験活動の充実や地域社会との

連携及び協働が重視されており、この職場訪問・体験は

これらを包含する貴重な学習です。さらに、「総合的な

学習の時間」の目標の一つである自分のよさや可能性

に気付き、自己の生き方を考えることにも通じる学習

です。 

これまでご協力いただいた戸塚地区の事業所は約

140店舗に上り、商店会、町会の皆様をはじめ、教育、

福祉、文化、スポーツ関係等様々な分野の皆様にご協力

いただきました。また、子どもたちに事前の講話をして

くださった皆様、事業所まで引率してくださった保護

者の皆様、毎年事業所へのお願いや手続きで献身的に

動いてくださったスクールコーディネーターをはじめ

地域協働学校運営協議会の皆様、本当にありがとうご

ざいました。未来からの使者・地域の宝である子どもた

ちのために、チーム戸一として地域・保護者・学校が豊

かな学びの環境作りに協働した総合的な成果が今回の

学校表彰であると思います。改めまして、ご協力いただ

いた皆様に心から感謝申し上げます。これを大きなバ

ネとして、さらなる教育活動の充実のために、「自立・

協働・創造の世界市民をはぐくむ チーム戸一」のスロ

ーガンの下、教職員一同力を尽くして参る決意です。 

 現在、新型コロナウィルス感染対策ではご心配をお

かけしていますが、卒業式まで安全第一で対応してま

いります。改めまして、本年度の地域・保護者の皆様の

多大なご支援とご厚情に心から感謝申し上げます。大

変にありがとうございました。 
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５年生から始まる家庭科は、自分の生活を見つ

め、できることを増やしながら、家族との団らん、

衣食住や、消費・環境について学ぶ科目です。 

 ６年生では、さらにそれらの実践を深めること

で、生活に生かし、生活を改善する力をつけたいで

す。 

 また、食育分野では、五大栄養素を理解しバラン

スの良い献立も考えます。調理には、手順があり、

その意味を考え、段取りよく進めることが必要で

す。調理実習を通して仲間と協力ができる力、手順

を段取りよく進める力をつけています。 

 衣生活分野では、裁縫の基礎を身につけ、生活

に役立つ小物作りに挑戦します。自力で最後まで

仕上げることや、手順を踏まえて製作し出来上が

れば達成感もあります。 

実践科目の良さを生かし、生活を見つめる力を

養い、自分自身の生活をより良く豊かにすること

に繋がればと願っています。 

 

 

  

家庭科の学習 


